
浪速高校との練習試合 報告 
 

 １１月１６日(日)に、浪速高等学校弓道場におじゃまして、練習試合をさせていただきました。道場の

ない本校が、１週間後に迫った近畿選抜大会に向けて緊張感を持って団体練習をしたいと思い、厚かま

しいお願いとは思いながらも思い切って浪速高校の渡辺先生に声をかけさせていただいたところ、快諾

していただきました。 

 朝８時４０分頃到着。あまりにも立派な道場に完全に舞い上がってしまいました。近畿選抜大会と同

じ要領で、予選２立、その後決勝トーナメントという形でさせていただきました。結果は・・・ 緊張

でボロボロでした。近畿選抜大会の前に、学校での練習では味わえない緊張感の中で引いて「今のまま

では通用しない」ということを理解させるために一度どん底まで落としたいと思っていたので、そうい

う意味では良かったのかもしれません。しかし、浪速高校の女子の団体にも歯が立たなかった現状は非

常に情けない感じがしました。 

 本校にとっては、非常に有意義な練習試合となりましたが、浪速高校にとっては、対戦相手としては

物足りず、何のメリットもなかったのではないかと申し訳ない気持ちでいっぱいです。本校のわがまま

を聞いていただいた、浪速高校の渡辺先生、部員のみなさん、ありがとうございました。この場を借り

てお礼申し上げます。今回の経験を近畿選抜大会に生かしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「上達のために大事なのは、『環境』『指導者』『本人のやる気』である。」 

浪速高校のみなさん ありがとうございました。 

すごい！ すごすぎる！ 本当にうらやましいです。本校もいつかは・・・ 


